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古きを尋ねて新しきを知る

大澤仲昭

現在本学では、6 年一貫教育を目指した新しいカリキュラムの確立に向けて努力

が続けられており、内科学の領域でも、実習中心の教育体制が検討されている。考

えてみると、医学教育はどうあるべきかという問いかけは、常に古くて新しい問題

であると言ってよいであろう。

ところで最近、自分の古い論文や総説の別刷を整理している際に、私が留学して

いた米国クリーブランドのW e s t e r n  R e s e r v e 大学生理学教室（1 9 6 1 — 1 9 6 4 ) について、

「S a y e r s 教授とその研究室」というタイトルで紹介した文が目についた。ひさしぶり

に読み返してみて、若い頃の自分の夢を思い出し感慨無量であったが、その中で、

当時きわめて独特な教育体制をとるW e s t e r n  R e s e r v e 大学の医学教育に触れているのに気がついた。そ

こで当時の記憶をたどりながら、私自身も関与した教育の経験を紹介したいと考える。

いくつかの新しい試みがなされていたが、私が加わった第一学年（P h a s e l ) に対する教育の経験か

ら述べると、その特色の一つとして、従来のように授業がD e p a r t m e n t 単位で、解剖学、生理学、生化

学などを個別に教えられるのでなく、一つのS u b j e c t を中心に行われる点がある。例えば、内分泌系に

ついて教育する際には、このS u b j e c t を中心として各教室から教員が集まり、委員会を作って各人の分

担をきめ、そのS u b j e c t について集中して教える、すなわち、ある期間（約1 ヶ月）は内分泌系に関す

る教育医学以外何も行われない。これにより授業の重複はさけられ、密度の高い教育が行われるとされ

た。また特徴的なことは、基礎医学の教育であるにもかかわらず、委員会のメンバーには臨床医学の教

員が加わり、各項目の終わるごとに、臨床的意義を学生に検討させるようになっていた。

附表は私も関係した1 9 6 3 年度の内分泌系の教育の具体的なスケジュールの一部を示したものである。

ご覧のように甲状腺、副腎皮質あるいは下垂体にっいて、解剖、生理、生化学、纖学実習などが総合

的にスケジュール化され、多くの内分泌系のテーマが組織立って、みっちりと教え込まれるのがわかる。

その中でL a b o r a t o r y 1 として「出血に対する内分泌系の反応」という実習が6 回にわたり続いているが、

小グループでイヌを用いて出血実験を行ない、その際に頸静脈血と副腎静脈血を採取して、それぞれバ

ゾプレツシンと1 7 0 H C S  ( コルチゾール）

を測定するというもので、当時の研究の

最新技術を学生に経験させるというもの

であった。

また週に3 日は、半日自主学習となっ

ており、多くの学生が図書館を使って勉

強していた。医学部の図書館は古くてあ

まり大きくはなかったが、2 4 時間開館し

ており、アルバイトの学生が、夜遅く居

眠りしながら受付していたのをおぼえて

いる。

この教育法がどの様な意義を持つかに

ついては問題はなお多いのであるが、

S a y e r s 教授に、この教育法が果たしてど

の位よいものであるかを尋ねたところ、

教授は「私にもよくはわからないが、殆

どの学生がこれを非常に喜んでいるとこ

ろから見ても、よいのではなかろうか」

という含蓄のある言葉であった。

本学においても学生のために本当に役

立つ新しいカリキュラムの完成を心から

祈っている。

( おおさわ・なかあき第一内科学教授）
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夏の日の図書館

米田 博

最近自宅近くに市立コミュニティセンターができ、その中に図書館もオープンした。先日、どうにも

ならない暑い日の午後、涼みがてら図書館をのぞいてみた。本学の図書館も医学関連のものばかりでな

く、様々な書籍や雑誌があり、インターネットにも簡単に接続できるようになっているが、この図書館

もC D 、ビデオ、それも比較的新しいものを借りることができ、レーザーディスクを見ることもでき、

機内サービスでは敬遠されているような雑誌も置いている。子供たちは床に座り込み、大量の漫画に読

みふけっている0 なんとも開けた図書館で、コンピュータも備わり、図書の検索ができるなど、図書館

というよりも、今はやりのマルチメディア情報センター、とまでいう

と大仰だが、それに近いものを目指しているのだろうか。

程良く冷房のきいた図書館のソファに座り、スポーツ新聞を読み、

時折窓越しにどんよりと暑苦しい外を眺めているうち、もう3 0 年以上

前の中学時代、夏休みに友人と行った田舎の図書館を思い出した。こ

の図書館は、地元の素封家が提供した立派な洋館のなかに、郷土資料

館と共にあった。大正時代に建てられた石造りの重厚な外観で、鉄製

の重々しい窓枠に曇った分厚いガラスがはめ込まれ、夏の太陽に鈍く光っていたのを覚えている。中は

さすがに5 0 年以上も経ち、木製の床はすり切れ、机も椅子もがたついていた。一階は書庫で、二階が閲

覧室、閲覧室に続いて郷土資料館があった。夏休みに近所の友人と連れだって、毎日のように朝早くか

ら勉強すると親に言っては、この閲覧室に来ていた。めったに人の来ない閲覧室は、黴臭くひんやりと

していた。重くてなかなか開かない窓をむりやり開けると、クマゼミのやかましい鳴き声と共に暑い空

気が流れ込んでくる。一応机の上に参考書など並べてはみるが、すぐに隣の郷土資料館へ行って石器の

ナイフを持ち出し机に彫刻をしたり、図書館をぬけだして昆虫を捕ったりで、ほとんど勉強にはならない。

時たま一階の書庫にゆくと、閲覧室よりもっと暗くひんやりと澱んだ空気の中に、分厚い古い書籍が

壁面いっぱいに置いてあった。今の図書館と違い新刊などはほとんどなく、漫画や新聞などは勿論ない。

いったい誰がこんな本を読むのだろうかと思いながら、本を一冊取り出して開くと、黄ばんだ紙から黴

臭さと共にインクのにおいが鼻をつき、すぐにもとの書棚にもどしてしまう。そこでぐるっと書庫を見

回すうちに、壁面いっぱいの書籍それぞれに、知識や知恵と共に書き手の思いが込められているように

感じ、なにやら背筋が寒くなったことを覚えている。これが私の図書館のイメージ、いわば原体験にな

っている。今、本学の図書館では、地階の書庫がこのイメージに近い。近代的なムーブラックではある

が、ムーブラックの間にはいると私にとってのこれが図書館といった雰囲気を感じさせる。

自宅近くにできた図書館は、色鮮やかな表紙の書籍に囲まれて明るく “センター”とカタカナで呼

ぶのが似合っている。最近は書籍を含めて多くの情報がデジタル化され、インターネットなどを通じて

簡単に瞬時に取り出せるようになっている。論文を書く時など、M E D L I N E にアクセスして文献を検索

し、ジーンバンクにつないで遺伝子情報を仕入れてゆかなければ、仕事がはかどらない。本学の図書館

もこのような時代に合わせて新しくなり、これからさらに情報収集- 発信基地としての役割を果たして

ゆく必要がある。しかしすべてがデジタル化された時、書き手の思いはどこにゆくのだろうなどと考え

ながら、ひいきのプロ野球チームのふがいなさに腹を立ててスポーツ新聞をラックに戻した。
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病院は誰のために一2 1 世紀の医療環境一

牧 彰

病院の設計は単に機能と技術の問題ではなく、精神の作業であり、〔理性・心・愛〕の問題として捉

えなければなりません。「H O T E L 」とr H O S P I T A L j の語源であるラテン語の「H O S P E S 」は〔客をも

てなす〕という意味ですが、日本の病院の現状はあまりにも〔客をもてなす〕ことからかけ離れていま

す。F P A T I E N T J は英語で患者を指しますが、同時に「耐える・我慢する」という意味があり、迫りく

る運命になすすべもなくじっと耐え忍ばねばならなかった患者の悲痛な叫びがその中に切実に込められ

ています。「患者の権利憲章」を院内の人目に触れやすい場所に掲げて、患者の人権を最大限尊重して

いるアメリカの病院では、患者はもはやF P A T I E N T J ではなく、「C L I E N T 」と呼ばれつつあります。

日本においても、赤穂市民病院では、昨年4 月より院長自ら率先して「患者様」とお呼びしています。

当初はかなり戸惑いがあったのですが、1 年半を経過してほぼ定着しているようです。病院もまた、サ

ービス業であり、医療というステージの上ではあくまでも〔患者が主役である〕ことを再認識する上で

も大切なことと云えます。大学病院の役割は、臨床・研究・教育に尽きますが、あくまでも臨床のため

の研究・教育であることをしっかりと心に銘記する必要があります。

日本の病院の高度先進医療機器は外国製にいまでも人気があるのですが、本場のアメリカ・ドイツを

遥かに凌いで多く使われています。ところが、診療・検査部門に反して療養部門はあまりにもお粗末で、

グローバル. スタンダード（国際基準）にほど遠いのが実状です。かつてライシヤワー駐日アメリカ大

使が東大病院に入院した時に、完全にマスコミを拒否し、お見舞も辞退した話はよく知られています。

親日家の大使としては、日本を代表する東大病院でさえ、あまりにも侘しい療養環境であることを世界

中に晒されることにより、日本のイメージダウンになることを恐れたのです。

最近、関西空港の開港に合わせて、泉南地区の公立病院（堺・岸和田- 貝塚・泉佐野等）が次々と改

築されました。新空港の対岸（外国）を見据えて、いづれも病棟の設備には目を見張るものがあります。

病院のアメニティは、主に外来は「待ち時間の短縮」、病棟は「トイレの充実」にあると云えますが、

すべての病室に専用のトイレが設けられました。このことは患者の早期回復・介助負担の軽減に役立つ

だけでなく、排泄行為を人に見られたくな

い、同室の隣人に迷惑をかけたくないとい

（患者は客である）をコンセプトとした赤穂市民病院

う〔患者の基本的な人間としての尊厳〕の

問題であると云えます。

病院は複合用途の施設であり、いわばコ

ミユニティそのものです。また、それ故に

「揺籠から墓場まで」の言葉どうり、「人生

の縮図」とも云えます。家庭の延長としての居住性を最重視し、機能とアメニティとの適正な均衡の上

に、如何に「癒しの環境」を創造するかが大切です。奉仕の精神に則り、患者と医療従事者との目線を

同一にして、真に病んだ身体に宿る心を励まし、生命の尊さを自覚させ、生きる勇気を培う「ホスピタ

リテイ豊かな施設」が今こそ切に希求されています。

( まき・あきら元日建設計社員、本学総合研究棟・本館図書館棟設計担当)
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出逢い

城戸滝枝

夏期休暇に入ると「学校訪問を希望しているのですが」という、現役高校生や予備校生からの問い合

わせの回数が年々増えてきている。受話器の向こうで緊張している様子を肌で感じながら、日時の確認

をして訪問日の出逢いを楽しみに待つ。

今年も夏期休暇中に第一看護学科では、5 0 余名の学校訪問者があった。訪問者の対応は主として責任

者が行い、手順としては、訪問者の質問内容・本校の教育課程についての説明と、学校・図書館・病院

の案内である。

訪問者に、訪問の動機、質問内容、看護学校選択基準について聞くと概要は以下の通りであった。

く訪問の動機〉

・受験校を決定するため

・平成1 1 年度に受験を希望しているので、学校の場所や校内の環境、試験内容について具体的に知りた

かった

・附属病院での一日看護婦体験を通して、ぜひこの病院で勤務したいと思った

〈質問内容>

  ・教育方針 . カリキュラムの内容（学科・実習）

   ・国家試験の合格率 ・卒業後の進路や就職率について などである。

〈看護婦学校の選択基準>

  ・自宅から近いこと ・学習環境、設備がよいこと

・学校の雰囲気（第一印象やイメージ）

まず学校で質問内容に答え、学校内説明終了後、学生達が課外で講義や実習の予習・復習、レポート

作成、グループワーク等で利用し、主体的に取り組める学習の場である図書館は、自信をもって案内し

ている。

図書カードで入室し、新聞を読みくつろいでいる人、コピーをしている人、本や文献を探している人、

自習をしている人等を視野に入れながら説明をする。二階から三階へと案内するにつれて、「きれい」

「すごい」という感嘆の声が聞かれる。また、図書館で勉強していた看護学生や文献を探していた本校

の卒業生カヾ学校見学者に気付き、「いい学校よ、頑張って入学して来てね、待っているから」と笑顔で

気軽に声をかけてくれる姿に、表情が和み、うれしそうであった。

すべての説明終了後に感想を聞くと、図書館は大きく設備も整っているので集中して学習することが

できる。学生時代より勤務している看護婦さん達の姿を身近に感じることで学校以外のことも学べる。

学校見学により志望校を身近に感じることができ、これからの勉強の励みとして頑張りたい等、今回の

見学を通して目的が達成されたことを感じることができた。

相田みつを氏の「にんげんだもの」の著書の中に、“そのときの出逢いが人生を根底から変えること

がある。よき出逢いを”という言葉がある。学校訪問での一回の出逢いがその人にとってよい出逢いと

なるよう、“今ここ”という気持ちを忘れず、今後も一人一人との出逢いを大切にしていきたいと思

っている。

( じようど・たきえ第一看護学科教務主任）
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皆さんに知っていただきたい詩

佐野友香

『星とたんぽぽ』

青いお空の底ふかく、

海の小石のそのように、

夜がくるまで沈んでる、

昼のお星は眼にみえぬ。

見えぬけれどもあるんだよ、

見えぬものでもあるんだよ。

散ってすがれたたんぽぽの、

瓦のすきに、だアまって、

春のくるまでかくれてる、

つよいその根は眼にみえぬ。

見えぬけれどもあるんだよ、

見えぬものでもあるんだよ。

金子みすず

心温まる、かわいい詩だと思いませんか？金子みすずさんは明治3 6 年、山口県長門市に生まれ、2 6 歳

の若さでこの世を去った女' 性です。彼女は日常目にするものになってその心を詩いました。ご飯に出て

きた魚を見れば、「お米や牛は人に育てられるけど魚はなんの世話にもならない。なのに食べられてか

わいそう」と思い、雪を見れば、「上の雪は寒かろう、下の雪は重かろう、中の雪は天も地も見えずに

さみしかろう」と思いました。なんて豊かな感受性を持っていたのでしょう。そんな金子みすずさんの

詩の中で一番好きなのが上に書いた「星とたんぽぽ」、特に二節目なのです。

この詩と初めて出会ったのは小学校五年生の時でした。担任の先生がある日うすピンク色の大きな紙

に書いて教室に張ってくれたのです。そのころは単にテンポのいい詩としか思っていなかったと思いま

すが、毎春たんぽぽに出会うたびにこの詩を思い出し、毎年その意味が違っていることに気付きます。

今、私にはこんなふうに聞こえます。

世界にはいろいろなものがあって、いろんな人がいて、そのー・つ一つ、一人一人は私には見えなくて

も存在しています。そんな単純で当り前のことをとても素敵に感じます。たんぽぽは寒い冬の間じっと

していて、春になると花を咲かせます。誰に言われたのでもなく、誰かのためにでもなく、たんぽぽが

たんぽぽであるがゆえに咲きます。自分がたんぽぽであるということをたいへん大切にしているのです。

私も私であるということを大切にしたいものです。きっとこの詩を読まれた皆さんも一人一人異なった

印象を持たれたのではないでしようか？どう思われましたか？

童謡は子供達のもの、と決めつけてしまいがちですが、大人達のものでもあります。子供の頃読んだ

詩をもう一度読んでみると感じ方が変わったことに気付き面白いですし、大人になって初めて読む詩も

充分楽しめるものです。（「星とたんぽぽ」は『金子みすず全集』（全三卷）J U L A 出版局や絵本などに載

っています。）たまには童謡も読んでみてはいかがでしようか？

( さの・ゆか 5 回生）
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B L  i n s i d e  w e b システムの導入について( 1 )

茂幾周治

図書館では、来年度の外国雑誌の値上がり（約2 5 % ) のため、現在購入している外国雑誌を大幅に力

ットせざるを得ません。その結果、利用者の情報入手に多大な迷惑をおかけすることになります。そこ

で、一つの代替え手段として、T h e  B r i t i s h  L i b r a r y  ( B L ) がW e b 上で提供するデータべース検索とドキュメ

ント・デリバリー( 文献の配送）サービスを併せたサービスである、i n s i d e  w e b システムを導入する事

になりました。

このシステムは、学術雑誌2 5 0 , 0 0 0 タイトルをタイトルレベルまで検索でき、さらに、2 0 , 0 0 0 タイトル

の学術雑誌と1 6 , 0 0 0 タイトルの会議録を書誌データレベルまで検索可能なものです。本学購入外国雑誌

タイトルの殆どがカバーされています。

利用方法は、各教室にp a s s w o r d を配付して、教室の端末からインターネット経由で直接B L のファイ

ルにa c c e s s して必要な情報を入手することになります。2 4 時間いつでも、どこからでも利用可能となり

ます。

利用できる情報は雑誌の目次情報、抄録のあるものはその抄録情報等が入手できます。もしf u l l  t e x t

が必要な場合は、図書館に所蔵していない雑誌については、国内の所蔵館に文献依頼をして入手するこ

とになります。勿論、B L に直接文献依頼をすることは可能ですが、その場合は、一件につき1 , 4 0 0 円以

上の料金が掛かります。

i n s i d e  w e b の操作ステップ（紀伊国屋書店提供）は図1 のとおりです。

なお、正式にシステム導入が決定すれば、利用者のための説明会を開催する予定です。

操作ステップ

図1
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P r o Q u e s t  D i r e c t システムの導入について（2  )

図書館では、来年度の外国雑誌の値上がりに伴い、購入雑誌のカットをせざるを得ない状況ですが、

情報入手の代替え措置として、図書館委員会で検討の結果、B L のi n s i d e  w e b の導入と同時に、アメリカ

のU M I 社が提供する、P r o Q u e s t D i r e c t ( P Q D ) システムを導入することになりました。

P Q D システムとは、U M I 社が雑誌や新聞のフルイメージ、フルテキストをインターネットを経由して

全文データベースを提供するものです。医学、薬学系で2 9 9 タイトルが利用可能です。本学購入タイト

ルの内8 7 タイトルがカバーされています。p r i n t 版がどうしても必要なタイトル以外は、このシステム

を利用して中止タイトルの情報を入手していただくことになります。利用方法は、学内の教室の端末か

らインターネット経由で、何時でも無制限に利用可能です。

以下に実際の検索の例を紹介します。

U M I 社のP r o Q u e s t  D i r e c t をc l i c k するとA c c o u n t  n u m b e r とp a s s w o r d の入力画面が表示される（図2  ) 。

n u m b e r とp a s s w o r d を入力し、C o n n e c t をc l i c k すると、w o r d 又はp h r a s e の入力画面が表示される（図3 ) 。

次にS e a r c h をd i c k すると、検索結果のリストが表示される（図4 ) 。最後にリストの中から必要な論文

をc l i c k するとF u l l T e x t が表示される（図5 ) 。

このシステムの利用方法については、契約後に利用者に利用説明会を行う予定です。なお、実際の利

用方法は、本学図書館のホームページからp a s s w o r d 等を入力しなくても、容易にa c c e s s 出来るよう計画

中です。
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( もぎ・しゅうじ図書館課長)
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  他大学図書館訪問記( 5 ) 和歌山県立医科大学附属図書館の卷

和歌山県立医科大学は、和歌山城近くのキャンパスから、

市内を南に下った紀三井寺の和歌川に臨むところに平成6

年1 2 月より新キャンパスの建設を開始し、本年9 月にまず

教養教育と基礎部門が移転し、附属図書館も9 月7 日に移

転開館されました。現在、附属病院は、来年5 月の開院に

向け建設中で、臨床部門は旧キャンパスに残って診療中で

 す。

図書館は、地上3 階建ての建物の1 ・ 2 階部分で、面積

は約2 , 4 0 0 m 2 です。3 階は「生涯研修. 地域医療センター」として、地域に開かれた情報基地として使

用される予定です。

図書館入口には、B D S が設置され、1 ・ 2 階吹き抜けで1 面はガラス張りのホールとなっています。

右手にゆったりとしたブラウジングコーナーと6 席のA V ブースが配置され、左手にカウンターと利用

者用端末2 台があります。カウンターに隣接して、情報機器室があり、医学中央雑誌・ J C R 検索用端末

および利用者用端末、図書館サーバー用端末が設置されています。M E D L I N E は、学内L A N での利用が

可能です。

カウンターは、利用者側から立ったまま記入できるように高カウンターとなっています。また、

W E B 画面からO P A C の検索および相互貸借の申込みと到着状況の確認（利用者I D とパスワ' - ドが必要）

ができるようになっています。図書館に来館せずに教室等から直接申込み・確認を行えるので、利用者

にとっても便利な機能です。

2 階への階段左手に新着雑誌と参考図書の書架が、その

奥に図書の書架および閲覧コーナーとして中央にすりガラ

  スの仕切りを置いた平机と窓際に1 人用のキヤレルデスク *

が1 列で設置されています。

閲覧コーナーの奥には、研究者用の個室が4 室設けられ

複写機は、プリペイドカード使用で2 台置かれています。

2 階部分は、閲覧コーナーが1 階部分と同じ位置関係に

配置され、和洋製本雑誌の1 9 9 1 年以降分が、開架書架に配架され、それ以前のものは、書庫に2 層の積

層書架で年代を分けて配架されています。複写機は、1 台置かれています。

2 階にも研究者用個室4 室が設けられ、1 2 名収容のグループ閲覧室が1 室設けられています。

川のほとりという立地から、図書館からの眺めもよく、落ち着いて利用できるようになっています。

本学図書館でも、現在ホームページにより情報の提供をおこなっていますが、次期図書館システムに

おいては、O P A C の検索を行う予定となっています。それに加えて今回提供されているように、学外文

献の申込みについても、利用者の利便性とともに業務の簡素化も含めて検討してみることが必要と思わ

  れます。 （福広）

メインカウンター

正面玄関
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「ご学淘汰の時代」；消費社会の高等教育（中公新書9 6 5 )

喜多村和之著1 9 9 0 年

佐野浩一

現在の社会変動は著しく、その変動の中で大学関保者は真摯に改革に

取り組んでいる。私も微力ながら改革の一翼を担いたいと日々暮らして

いる。そのような中で、第一生理学教室の中張講師から紹介されて、出

張時に新幹線の中で読んだ新書をご紹介したい。大学改革に熱心な大学

関係者の中には既に熟読された方もあると思う力、多忙を極める未読の

方々にご紹介したい。

本書はプロローグ「自動車産業と大学」にはじまり、第1 章「大学衰

退と倒産の妖怪」、第2 章「大学の生成淘汰の歴史」、第3 章「教授団革

命と学生消費者主義の時代」、第4 章「大学の生き残り競争」、第5 章

「競争と評価」、そしてエピローグ「大学制度存続の条件」で構成されて

いる。

冒頭では米国の自動車産業が日本の自動車産業との競争に敗れ衰退したことを紹介している。著者

は米国の自動車産業が当時抱えていた問題と大学が抱えている問題の根本は同じであると述べ、また、

当時の米国では現在の日本と同様に大学の淘汰の時代がやってくるのではないかとの「危機意識」が

あったことを紹介している。この部分では私が留学していた1 9 8 5 年から1 9 8 7 年当時「命が惜しければ

アメリカ車に乗るな」と言う米国人がいたことを思い出し、最近立ち直りはじめている米国の自動車

産業界はかつて衰退の原因を十分に解析し、反省し、改革したのだろうと肯くことができた。

著者は中世の大学の起源から脈々と続いてきた大学制度の特異性・強敏性を多くのデータや歴史を

紹介することによって明らかにしながらも、大学制度の問題点を掘り起こしている。著者は米国の大

学は「危機」を脱して生き残ってきたというよりも「危機意識」をもって問題を明らかにし、解決し

てきたことが生き残りに成功した理由であるとしている。現在の明日をも危ぶまれる危機に瀕しては

いない大学関係者でも「危機意識」を持っている。そのような大学においては、現在明らかにされつ

つある問題点の解決の糸口を探る好機であると肯きながら、本書に引き込まれていったところで東京

駅に到着してしまった。

しかし、東京駅からお茶の水に着くまでの間に、米国と日本では高等教育制度が根本的に違うので

はないか、著者の問題点の指摘は米国でのみ通じるのではないかとの疑問が生じた。宿に着いてシャ

ワーを浴び、読を進めた。否、著者はこの点にも解析を加えていた。日本の高等教育機関は、入学後

に手間のかからない学生を学力選抜し、後は学生の力量に任せて、入学前に得られなかった余裕のあ

る生活を享受させていることを示し、米国のそれとの違いを明快に述べた上で、日本の大学が本来の

自治を守り、生き残って行くためには、その大学の理念を再確認あるいは再検討する事の必要性を著

者は説いている。大学の理念のもとに充実した教育的付加価値を教授することが、大学の生き残りの

道ではないかと感じさせられた。

また、s c r a p  a n d  b u i l d の時代のこと、大学が生き残ったとしても必ず社会が大学を評価する時がく

るはずである。著者はこの評価に関して、「大学評価が杜会の必要不可欠の要請だとしたら、それを

避けては大学は存在し得なくなる。それでは誰が大学を評価するのか。今明らかなことは、ボイヤー

書評
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がいうとおり大学が自ら自己を適切に評価する理論と方法を開発し、その評価の結果を社会に納得さ

せることができない場合には、評価のイニシヤティブは大学以外の評価者の手に渡ってしまうであろ

うという一事である。…」としている。現在行われている研究や診療だけを対象とした自己点検・自

己評価が果たして社会を納得させるだけのものであるのか、自己防衛・自己満足に終わっていない

か？、教育に関する自己点検や自己評価は必要ないのか？、反省しなければならないと感じさせられ

 た。

総じて、本書は私どもが現在抱えている問題を明らかにするために有益な示唆を与えてくれる書で

ある。最後に本学の改革を考えるための一助にするため、著者のエピローグの一部を引用する。「…

学生獲得競争が、大学間の質的充実や教育の個性化を通じて行われるのなら高等教育の新しい展開を

促すという建設的なものになり得るだろう。しかし、学生の欲求に媚びて、学生集めのために教授陣

の質やカリキュラムの充実をさておいてひたすら人気のある学部学科の新しい増設のみに奔走し、い

たずらに受験科目を少なくして受験者増を狙い、学生に正当な学習を要求したり厳しい訓練を施すの

を控えたり、入学の水準の引き下げや履修要件の緩和をもっぱらとするならば、大学は機関としての

使命を自ら放棄することになるだろう。」

( さの・こういち微生物学教授)

「スタンダード腹部超音波診断」

森秀明著診断と治療社1 9 9 6 年
福田 彰

近 年 の画 像 診 断 学の 進 歩 は 目覚 ま し い もの が あ る が、 な か で も 腹部 超

音波検査は、非侵襲的で繰り返し手軽に施行でき、リアルタイムに状況

が把握できるので、今日の臨床において、必須の検査法となっている。

臨床に携わる方々に、広く普及が望まれる反面、中途半端な技術や知識

はかえって危険でもある。特に腹部領域の場合では、計測に留まらず、

その診断に重きが置かれ、悪性疾患などの早期発見の面からも、しっか

りと修練を積む必要がある。

超音波検査を学び始める当初は、誰でも経験することであるが、正常

か異常かの判別に苦労し、各種疾患の特徴像やサインなどをみるにつけ、

熟達への道はとても遠く感じるものである。しかし、経験を重ねれば、自分の目と手が触端子と一体

になり、透過して体の中を自由に視診し触診している感じまでに到達することも可能となる。超音波

画像の描出技術と正確な診断には、なにより経験をつむ事が必要であり、初学者にとっては、適切な

指導書に出会うことも重要であろう。

超音波検査に関連した実習書や参考書は、数多く出版されてきたが、本書「スタンダード腹部超

音波診断」には、これまでにはない幾つかの特徴が伺える。まず、本書は総論と各論で構成されてい

るが、全編を通じて、著者自身が単独執筆しているため、捉え方が一貫していて、とても理解しやす

い。総論では、超音波の原理と実際、臓器別の解剖と走査法が述べられている。超音波検査を修得す

る上での基礎的な知識が、簡潔に整理されており、なじみやすい内容である。各論では、肝、胆、膵
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をはじめとした腹部臓器の各症例ごとに、超音波のポイント、概念、画像所見とシェーマが解説され、

適切な表や図も引用されている。読者は、その症例毎に、整理しまとめることが可能である。掲載さ

れた超音波画像は、著者自身が選んだもので、その質・量を考えても、著者の超音波検査における豊

富な経験と高い技量が伺われる。各論のなかでも、腎・尿路系、膀胱・尿膜管や前立腺の項は、一般

の腹部超音波関係の類書ではみられない程の多くの症例が示されており、泌尿器科系の超音波検査の

面での応用情報を与えてくれる。また、脈管・消化管の項も同様に、類書にない多様な症例が取り上

げられている。さらに、腹部外傷、消化管穿孔、気胸など救急医療分野での超音波診断も、豊富に掲

載されている。これらは、本書が、実際に第一線で臨床に携わる実地医によって書かれた特徴がよく

でているところである。多少なりとも超音波検査に関して自負のある方々にとっても、大いに役立つ

に違いない。さらに、卷末に整理された超音波用語やサイン、あるいは引用文献の豊富さも貴重であ

 る。

このように、本書は、熟練された臨床実施医の視点から、腹部領域の超音波検査におけるスタンダ

―ドな基礎と臨床がもれなく網羅されており、これまでの類書にはみられない、充実した内容に仕上

がっている。これから超音波検査を学ぼうとする方々にとっての適切な指導書のみならず、相当習熟

した方々にとっても充分に満足のいく、是非お薦めしたい一冊である。

尚、本書での超音波画像は、B モード画像を中心に提示してある。近年、超音波検査の分野におい

ては、ドップラーによる血流解析や三次元画像など、新しい分野が注目を集め、応用範囲が広がりつ

つある。しかし、やはり超音波検査の本来の目的は、B モード画像による検査・診断がまずありきで

あって、特に初学者は流行にのみ目をやらず、しっかりとした実力を身につけて戴きたいと願う次第

である。

( ふくだ・あきら第一内科学助手）

図書館で複写できる理由

松本玲子

1 9 9 8 年8 月2 6 日から2 8 日の三日間、文化庁主催の『平成1 0 年度図書館等職員著作権実務講習会J に

参加しました。講義は、著作権とは何かという基本的な事柄から始まり、著作者の権利、著作権の制

限・保護期間、さらに図書館資料の複製へと進みました。著作権関係法令と照らし合わせながらの解

説でしたので、日頃無意識のうちに行っている業務の理由付けができたように思いました。たくさん

の内容でしたが、ここでは、図書館と関係の深い図書館資料の複製（複写、コピーのこと）について、

特に学生の皆さんに理解していただきたく、お話することにします。

はじめに著作権ということばですが、著作物（小説、音楽、美術、映画、コンピューター・プログ

ラム等）を創作した者、つまり著作者に認められている権利のことをいいます。この著作者の権利に

は、A . 人格的利益を保護する著作者人格権と、B . 財産的利益を保護する著作権( = 財産権）の二つが

あります。著作物を無断で改変されないように保護されているのは、A の著作者人格権に当たります。

B の財産権には、レストラン等で流れているB G M のように公衆に対して送信する権利（= 公衆送信権)

や、複製権と呼ばれる著作物を形のあるものに再生することに関する権利などがあります。
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また、著作者の権利は法律によって保護されており、著作物を利用したい場合は、著作権者（著作

権を所有するもの）に許諾を受け、必要に応じて使用料を支払ったりしなければなりません。けれど

も利用の度に手続きを取らなければならないのでは、教育や文化の発展の妨げになります。そこで著

作権法では、著作権者に逐次許諾を得ること無く利用できるように、利用者への配慮が成されていま

す。このうちの一つが図書館等における複製で、第3 1 条で定められています。これによって、法律で

認められた図書館（公共図書館や大学図書館等を指し、小・中・高等学校の図書館は含まれません）

に限って、一定の条件の下に利用者に提供するための複製、あるいは保存のための複製等が行えるの

です。もう少し細かく言いますと、図書館は、利用者の求めに応じて著作物の一部分の複製物を一人

に付き一部提供する場合、著作権者の許諾無く複写できるということです。それなら、セルフサービ

スのコピーは著作権を侵害しているのか？いいえ、安心してください。原則は複製できる資格のある

図書館員（またはそれに代わる者）が行うことになりますが、その者のチェックのもと、正しく行え

ば大丈夫です。当然のことのように行っている複写ですが、きちんと規則があるのです。複製は、調

査・研究の目的のみに認められている行為です。また、図書館内で複写できるのは図書館資料に限ら

れます。図書館の資料といえども一冊をすべて複写することは違反です。ですから、ルールを守って

目的外に使うことのないようにしましょう。

情報化社会といわれて久しい今日、著作物を作ったり、他人の著作物を利用するという行為はます

ます増加するといわれています。同様に著作権法を正しく理解することも今まで以上に重要になって

くるでしょう。“著作権は、よりよいものを創造するためにある”という講師のお言葉がありました

が、改めて図書館職員として常に著作権を意識しなければと思いました。

なお、大阪医科大学図書館・大阪医科大学附属看護専門学校図書室には『著作権法ハンドブッ

クJ  ・『平成1 0 年度著作権法令集J 等がありますので、参考になさって下さい。

参考資料：『著作権法入門一平成1 0 年度版』著作権法令研究会

( まつもと・れいこ看護専門学校図書室）

本学教職員等著作寄贈

植木

山本

植林

實（産婦人科学）実地臨床医のためのコルコスコピー入門と応用/

新訂第2 版植木實著1 9 9 8

隆一（医療情報部）一歩進んだM a c i n t o s h . 5

医学インターネットI I / 山本隆一他著1 9 9 8

勇（放射線医学）画像診断マニュアル/ 槽林勇他編1 9 9 8
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  1 . 図書館カードの使用について

  1 ) 図書館カードは、記名本人に限り使用できます。

他人のカードを借りたり、他人にカードを貸したりすることは、おやめください。

カードは、常にお持ちいただきたいのですが、カードを忘れた場合は、入口で申し出ていただ

ければ、入館していただけます。

  2 ) 短期の実習生等の方の図書館カード

教室等に、短期間の実習等で来られる方で、図書館の利用を希望される方がありましたら、受

入先の教室等から図書館カウンターまでお申し出ください。

  2 . グループ学習室、研究個室に情報コンセクトを増設

去る9 月1 6 日に図書館本館のグループ学習室、研究個室の各室に、情報コンセクトを増設しま

した。これにより利用者は、各室にノートパソコンを持ち込んで、学内L A N に接続し、インタ

ーネットの利用ができます。これまではグループ学習室、研究個室にそれぞれ一か所しか情報コ

ンセクトが有りませんでしたが、これからは各室から利用可能となりました。

学内L A N の利用者登録をされている方は、教育、研究、学習等に大いに利用してください。

  3 . さわらぎ分室に新書庫完成のお知らせ

長年にわたって、さわらぎ分室の懸案であった資料保存スペースの問題が、この夏やっと解決

しました。主に雑誌のバックナンバーを収容している従来の書庫以外に、ボイラー室を改修して

約3 , 0 0 0 冊収容できる新書庫が完成したからです。

従来の書庫には、1 9 9 3 年までの和・洋雑誌約4 , 4 0 0 冊、新書庫には、1 9 9 4 年からの和・洋雑誌

約1 ，1 3 0 冊を配架しました。新書庫は従来の書庫より分室から近いので、新しい年代のものを集

めました。

なにぶん旧ボイラー室を半分に区切っての書庫で、書架と書架の間が狭すぎたり、湿気対策な

どの課題がありますが、スペースの確保が出来たことは喜ばしいことです。その上、以前より利

用しやすいと利用者には好評です。興味のある方は一度おいで下さい、お待ちしております。

さわらぎキャンパスの教職員のみなさまには配架作業および、それ以前の準備で大変お世話に

なりました。心より御礼申し上げます。

( さわらぎ分室）

  4 . 看護専門学校図書室

新規受入雑誌

  ヘルスカウンセリング 1 ( 1 9 9 8 )  +

  日本看護研究学会雑誌 2 1 ( 1 9 9 8 )  +

-  1 5  -



図書館業務日誌

5 月

1 4 日休）U M I 社P r o Q u e s t D i r e c t デモ（於、図書館会
議室）

2 1 日休) 一2 2 日( 金) 日本医学図書館協会総会（於、
自治医科大学）

2 6 日( 火) 次期図書館システム打合せ会（於、図書

館会議室）

2 7 日( 水) - 2 8 日( 木) 図書館情報検索実習（4 回生）
( 於、図書館）

2 7 日( 水) ユサコ（株）セミナーに館員参加( 於、

千里ライフサイエンスセンター）

2 8 日( 木) 紀伊国屋書店（株）B L D S C  ( i n s i d e  w e b ) 講
習会に館員参加（於、千里ライフサイエ
ンスセンター)

6 月

3 医学図書館員基礎研修会第4 回実行委員
会（於、滋賀医科大学）

1 2 日飽日本医学図書館協会理事会（於、本学図
書館会議室）

1 2 日飽館報第1 1 号発行

1 5 日( 月）S i l v e r H a t t e r ユーザー会に館員参加（於、
梅田スカイビル）

1 8 日( 木）日本医学図書館協会資料保存委員会（於、

本学図書館会議室）

2 3 日（火）次期図書館システム打合せ会（於、図書

館会議室）

2 5 日( 木）平成1 0 年度第2 回図書館合同運営委員会

( 於、図書館会議室）

2 6 日（金）日本医学図書館協会企画・調査委員会

( 於、滋賀医科大学）

2 9 日（月）大阪薬科大学図書館館員が見学来館（二

 名）

7 月

3 日（金）近畿地区医学図書館協議会例会（於、兵
庫医科大学）

9 日（木）館長選挙規程検討委員会（第1 回）（於、
図書館会議室）

1 3 日（月）日本医学図書館協会総務会（於、協会中
央事務局）

1 6 日（木）B L D S C  i n s i d e  w e b デモ（於、図書館会議

 室）

2 3 日（木）平成1 0 年度第3 回図書館合同運営委員会

( 於、図書館会議室）

2 9 日（水）次期図書館システム打合せ会（於、図書

館会議室）

3 0 日（木）医学図書館員基礎研修会実行委員会（於、
滋賀医科大学）

5 日（水）一7 日銜第5 回医学図書館員基礎研修

会（於、滋賀医科大学）

1 0 日（月）次期図書館システム打合せ会（於、図書

館会議室）

1 1 日（火）書庫増設に伴うさわらぎ分室の雑誌移動
作業

2 5 日（火）次期図書館システム打合せ会（於、図書

館会議室）

2 6 日（水）- 2 8 日（金）平成1 0 年度著作権講習会に館

員参加（京都大学薬学部）

今回の館報1 2 号は、秋季号として企画いたしました。トップ記事は大澤教授に、また米田教授と

牧氏（特別投稿）には、エッセイを執筆していただきました。その他多数の方に執筆していただき、
有り難うございました。シリーズの他大学図書館訪問記は、今年9 月7 日オープンしたばかりの和
歌山県立医科大学附属図書館を訪問させていただきました。表紙のカットは恒例により北村達郎氏

にお願いしました。皆様からの投稿記事を歓迎いたします。また、O M N I B U S に対するご意見もお
寄せください。 （茂幾）

O M N I B U S 「大阪医科大学図書館報/ 大阪医科大学附属看護専門学校図番室報」

N o . 1 2  1 9 9 8 年1 0 月1 6 日発行

編集・発行大阪医科大学図書館

〒5 6 9 - 8 6 8 6 大阪府高槻市大学町2 一7

T E L  ( 0 7 2 6 )  8 3 - 1 2 2 1 ( 代）

( 内線2 7 9 9 ,  2 6 2 1 )
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